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福岡歯科大学同窓会主催 令和6年度 第37回学術講演会
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お申し込みは、QRコード / FAX( 裏面に記載 ) / ホームページのいずれかよりお願い致します。

歯科医療の
今とこれから
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-歯列不正をアライナーと
ブラケットの矯正治療から考える-

増岡 尚哉

講師紹介

座長紹介

エムアンドアソシエイツ矯正歯科 院長

NAOYA MASUOKA

日

3月9日(日)  9:10 ～ 16:00

3月17日(月) ～ 3月30日(日)

 ( 現地開催と後日オンデマンド配信 )
福岡県歯科医師会館〒810-0041  福岡市中央区大名1丁目12番43号

日 時
会 場
オンデマンド配信

本講演では、様々な不正咬合に対してのアライ
ナー矯正によるアプローチについて、当院にお
ける治療コンセプトをご紹介させていただくと
共に、アライナー矯正の導入に伴うもう一つの
側面として、クリニック内のデジタル化に関す
る当院の取り組みについてもご紹介させていた
だきたいと思います。この講演を通じて、皆様
の日々の臨床にアライナー矯正を組み込んでい
ただくきっかけとなれば幸いです。

北園 俊司
きたぞの歯科矯正 院長

SHUNJI KITAZONO

矯正は補綴と同じで ICP＝CR で仕上げる事が重
要である。アライナー矯正でもその目標が達せ
ればどちらの治療法でも構わないと考えている。
他院での矯正後、下顎位が安定せず顎関節部の
疼痛、咀嚼障害また審美障害を主訴に来院する
患者もおり、治療ゴールを間違うとトラブルに
直結する治療法だと考えている。
今回ブラケット矯正の特徴を紹介し、アライナー
でも同等の治療は可能なのか、矯正治療をどの
ように介入すべきかを検討したい。

金成 雅彦
クリスタル歯科 院長

MASAHIKO KANENARI

矯正治療の長い歴史の中で様々な治療方法が導
入され、変革を遂げてきた。近年、矯正治療の
オプションとして TAD が導入され、矯正治療の
簡便化や治療期間の短縮に大きく寄与してきた
と感じる。矯正治療の概念に大きな変化はない
が、治療方法が変化しその有用性が現在、認知
させている。今回、当院における治療例を提示
させていただき、TAD の意義や臨床応用方法に
関して論じてみたい。
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松永 興昌

福岡歯科大学同窓会学術委員長

TATSUAKI MATSUNAGA

講演時間 講演時間 講演時間9:15 - 10:35 10:55 - 12:15 13:35 - 14:55
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ごあいさつ

プログラム

9:10 ～ 9:15 開会挨拶

9:15 ～ 10:35 (80)
＜講演1＞アライナー矯正の進化と未来 

増岡尚哉 先生

10:35 ～ 10:55 (20) 質疑応答 / 休憩

10:55 ～ 12:15 (80)
＜講演2＞総合歯科臨床における矯正治療  ～TADの臨床応用とその有効性～ 

金成雅彦 先生

12:15 ～ 13:35 (80)
質疑応答 / 昼食　　　　会場外のレストラン等にて各自おとりください

会場、展示ブースでの飲食はご遠慮ください。

13:35 ～ 14:55 (80)

＜講演3＞ブラケット矯正の難しさ・楽しさ・すばらしさ
(GP症例を通じて・・・) 　

北園俊司　先生

14:55 ～ 15:15 (20) 質疑応答 / 休憩

15:15 ～ 15:45 (30) ディスカッション/総括

15:45 ～ 16:00 閉会挨拶

16:00 講演会終了

本日は、第37回福岡歯科大学同窓会主催学術講演会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 
「歯科医療の今とこれからー歯列不正をアライナーとブラケット矯正治療から考える」をテーマに、現在多くの広がり
を見せている矯正治療に焦点を当て、企画いたしました。 
アライナー矯正のスペシャリストである増岡先生、総合歯科治療における矯正治療のあり方をご専門とする金成先生、
そして長期的な矯正治療のご経験豊富な北園先生の3名の先生方をお迎えし、矯正治療の現状についてご講演いただきま
す。本日の学術講演会が、先生方の歯科医療の現状と未来を考える一助となれば幸いです。



アライナー矯正の進化と未来

エムアンドアソシエイツ矯正歯科　 
増岡　尚哉 先生  

代表的なマウスピース型矯正装置であるインビザライン®の日本での発売が開始された

2006年から18年が経過し、その間のアライナー矯正の進化には目を見張るものがありま

す。アライナー矯正を希望する患者様の増加に伴い、アライナー矯正を提供する歯科医院の

数も多くなりましたが、一方でエビデンスが少ないことや術者側の経験や技術が需要に追い

ついていないことについての懸念の声もあります。私自身、アライナー矯正黎明期から試行

錯誤を繰り返しながら、苦労して自分なりの診断基準、治療計画などを作り上げてまいりま

したので、本講演では、様々な不正咬合に対してのアライナー矯正によるアプローチについ

て、当院における治療コンセプトをご紹介させていただきたいと思います。 

後半では、アライナー矯正の導入に伴うもう一つの側面として、クリニック内のデジタル

化に関する当院の取り組みについてもご紹介させていただきたいと思います。この講演を通

じて、アライナー矯正の現状についての認識を共有できますとともに皆様の日々の臨床にア

ライナー矯正を組み込んでいただくきっかけとなれば幸いです。

講演　1 9:15 ～ 10:35

略歴 
１９９９年 広島大学歯学部卒業 
２００４年 愛知学院大学大学院修了 
２００６年 朝日大学矯正学分野 助手 
２０１６年 エムアンドアソシエイツ矯正歯科（東京都） 開院 
２０１８年 名駅MA矯正歯科（愛知県） 開院 
心斎橋MA矯正歯科（大阪府）開院 
札幌MA矯正歯科（北海道） 開院 
２０２１年 福岡MA矯正歯科（福岡県） 開院 

博士（歯学） 
日本矯正歯科学会 指導医・認定医 
インビザライン・ファカルティ 
インビザライン・APACアドバイザリーボードメンバー



総合歯科臨床における矯正治療～TADの臨床応
用とその有効性～

クリスタル歯科 
金成　雅彦　先生

略歴 
平成３年　九州歯科大学卒 
平成７年　防府市にてクリスタル歯科開業 
平成２３年　日大松戸歯学部にて歯学博士取得 

所属 
IPOI学会指導医 
日本口腔インプラント学会専門医 
日本臨床歯周病学会認定医 
顎咬合学会認定医 
米国歯周病学会（AAP）会員 
米国インプラント学会（AO）会員 
日本審美歯科協会会員

講演　2 10:55 ～ 12:15

日常臨床において、歯列不正の無い患者はどの程度存在するだろうか。患者の口腔内を

治療する上で、矯正治療を併用した総合歯科治療の重要性を日々感じている。矯正治療の

長い歴史の中で様々な治療方法が導入され、変革を遂げてきた。近年、矯正治療のオプ

ションとしてTADが導入され、矯正治療の簡便化や治療期間の短縮に大きく寄与してきた

と感じる。矯正治療の概念に大きな変化はないが、治療方法が変化しその有用性が現在、

認知させている。この度の講演において、TADを矯正治療にどのように応用しているか、

またその治療方法に関して当院における治療例を提示させていただき、TADの意義や臨床

応用方法に関して論じてみたい。 



ブラケット矯正の難しさ・楽しさ・すばらし
さ(GP症例を通じて・・・)

医療法人　きたぞの歯科矯正 
北園　俊司　先生　

矯正により歯を移動させ，適切なアンテリアガイダンスとバーティカルストップを付与する

と，欠損部は短縮されインプラントや自家歯牙移植を行えばBｒ不要で単冠処置が可能となり，

ＳＰＴ時に二次う蝕や外傷性咬合の発見は容易となる. 清掃性は改善され，咬合崩壊しにくく再

治療が介入しやすくできる．また口唇閉鎖しやすくすれば審美性や呼吸系も改善できる. 

ただ矯正治療ゴールも補綴治療と同じでICP＝CRが重要である. 

アライナー矯正でもその目標が達成できれば，どちらの治療法でもいいのではないだろうか？ 

ブラケット矯正後，下顎位が安定せず顎関節部の疼痛,咀嚼障害，審美障害で来院される患者

がいる．その際スプリントを用い下顎位を安定させ，改善すると再矯正になる症例もある．つ

まりゴールの違いがトラブルに直結する治療法と考えられる. 

近年アライナー矯正は手軽に可能との業者の勧誘が多いと聞く.ＰＣ上でのシミュレーション

が生体で反応しない症例もあるはずなので，月1回の歯科医の確認は必須なのでは？ 

今回ブラケット矯正の特徴を紹介し，長期予後安定症例も踏まえて，アライナーでも同等の治

療は可能か，どのように矯正治療が介入すべきかを検討したい．

略歴 
1984年	 福岡歯科大学卒業 
	 	 	 福岡歯科大学矯正学教室入局 
1991年	 鹿児島市にて開業　現在に至る 

所属 
日本矯正学会認定医（第1回矯正歯科統一専門医試験通過） 
日本矯正歯科協会（JIO）認定歯科矯正医　 
日本歯周病学会認定歯周病専門医　 
日本臨床歯周病学会指導医　 
日本臨床歯周病学会ペリオインプラント指導医　 
日本インプラント学会会員　FIRA（福岡口腔インプラント研究会）講師　　 
元福岡SJCD会長

講演　3 13:35 ～ 14:55
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セゾン・アメリカン・エキスプレス®・カード

詳細はこちら株式会社クレディセゾン
セゾンAMEX営業部 九州営業グループ







患者様と歯医者を繋ぐ架け橋となり
精密で良質な歯科治療を

社会へ広めるために

作って終わりではないホームページ制作

歯科専門チームで

歯科医院の課題解決の

サポートを行います
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日程 タイトル テーマ 講師 時間/場所 申込み

6.22(日)
第45回ハンズ

オンセミナー
歯周外科トレーニ
ングコース • 上田秀朗　先生

9:30-16:30 

福岡デンタル販売

(株)2F研修室

7.7-20
スキルアップ

セミナー第1回
外科・全身管理

• 中山敬介　先生 

• 松村香織　先生
オンデマンド配信

8.24(日)
第46回ハンズ

オンセミナー
実践歯内療法コー
ス • 上田秀朗　先生

9:30-16:30 

福岡県歯科医師会

立 福岡歯科衛生

専門学校4階実習

室

9.1-14
スキルアップ

セミナー第2回
印象採得

• 田代　剛　先生 

• 荻野真介　先生 

• 窪田　努　先生

オンデマンド配信

9.27(土)
スキルアップ

セミナー第3回

治療方針・戦略-
カリエス
歯周病
欠損補綴

• 津覇雄三　先生 

• 吉永泰周　准教授 

• 神田　亨   先生

15:00-19:00 

福岡県歯科医師会

館　視聴覚室 

+10/13-26のオ

ンデマンド配信

11.16(日)
第47回ハンズ

オンセミナー

支台歯形成とデ
ジタル印象採得の
実践

• 松永興昌　先生 

• 園田晋平　先生

9:30-16:00 

福岡県歯科医師会

立 福岡歯科衛生

専門学校4階実習

室

福岡歯科大学同窓会　学術委員会主催 
2025年度学術行事一覧
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福岡歯科大学同窓会主催第45回ハンズオンセミナー

2025年6月22日（日） 9：30～16：30

講師 医療法人うえだ歯科医院
院長上田秀朗先生

ペリオ・インプラント治療を優位にするブタを使用した

歯周外科トレーニングコース
～自信を持って歯周外科に取り組めるようにお手伝いします～

1983年 福岡歯科大学卒業
1987年 北九州市に開業
1997年 学位取得

元福岡歯科大学総合歯科学臨床教授
元USC客員教授（南カルフォルニア大学）
日本顎咬合学会・元理事長
日本口腔インプラント学会・代議員・専門医・指導医

多様化するペリオ・インプラント症例に対し、より安心・安全なオペレー
ションを可能にする切開・剥離・縫合といった基本的な術式を中心に、ア
クセスフラップ＆ ディスタルウェッジ、臨床歯冠長獲得術（切除療法と根
尖側移動術）、遊離歯肉移植術等など、臨床に直結した術式をマスターで
きるように、新鮮な豚の下顎骨を2頭使用して講義/ デモ/実習を行います。
７時間の限られた中で、明日から使える歯周外科に必要なテクニックを盛
りだくさんの内容で開催いたします。この機会にお誘い合わせの上、是非
ご参加ください。

予定内容：
◉ペリオ・インプラント手術における基本術式
（ブタの下顎骨２ 頭使用 /１人）

1. 切開・剥離・各種縫合の基本術式
2. アクセスフラップ ＆ ディスタルウェッジ
3. 臨床歯冠長獲得術（切除療法と根尖側移動術）
4. 遊離歯肉移植術
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福岡⻭科⼤学同窓会主催第46回ハンズオンセミナー

～間違った手順、必要のない術式がいつの間にか定着していませんか？〜

歯内療法に自信をもって取り組むために
実践歯内療法コース

n 講義
抜髄の留意点、根尖へのスムーズなアプローチ法
レントゲン・CTによる診査・診断
パーフォレーションの対応、根尖病変の治し⽅
様々な難症例への対応 他

n 実習
アクセスキャビティ、根管拡⼤、根管形成
根管充填の勘所

講師 医療法⼈ うえだ⻭科医院
院⻑ 上⽥秀朗 先⽣

⻭内療法は、卒後間もない⻭科医師が臨床において最初
に突き当たる⼤きな壁となる。⼤⾅⻭の根管治療にかなり
の時間を費やし、理想とかけ離れた術後に⾃信を喪失した
先⽣⽅も多いと思う。
私は、まず⻭内療法、⻭周治療、補綴治療などの基礎的

治療を基本に忠実に⾏うことが⼤切であると考え、実践に
努めてきた。もし、根管治療に不備があれば、どんなに素
晴らしい補綴装置が装着されようとも、それは砂上の楼閣
となってしまう。全顎的な⻭科治療においては、⼀本の根
管治療のエラーが治療計画全体に影響を及ぼすことさえあ
る。正確な診断⼒と⼿技を⾝につけ、根管治療の予後を客
観的に評価することで、その成功率を1%でも上げたいと
考えている。今回は⻭内療法の予知性を⾼めるために 私が
⾏っている臨床的なアプローチを紹介させていただきたい。

【参考書籍】

１.Reliable Dentistry Step1
（上⽥秀朗 ⼩松智成 医⻭薬出版）

２.「下川エンド」２０年の臨床―⻑期症例でみるエンド治療成功への道
(⽊村英⽣ 医⻭薬出版)

３.ゼロから⾒直す根尖病変〈基本⼿技・難症例へのアプローチ編〉
    (倉富覚 医⻭薬出版 )

４.ゼロから⾒直す根尖病変 〈診断・治療コンセプト編〉
(倉富覚 医⻭薬出版 )

５.⻑期経過症例から紐解く根尖病変と⾻縁下⽋損 - その傾向と対策
    (下川 公⼀ 倉富 覚 クインテッセンス出版)

［申込要領］
場 所︓福岡県⻭科医師会⽴福岡⻭科衛⽣専⾨学校 4階実習室(福岡市中央区⼤名１丁⽬１２­４３ )

定 員︓先着 14名               申込締切︓2025年8⽉16⽇（⼟）
受講料（昼⾷込み）:  ①福岡⻭科⼤学同窓会2024年度会費納⼊者  42,000円

 ②他⻭科医師      52,000円
振込先︓福岡⻭科⼤学同窓会 ⻄⽇本シティ銀⾏ 野芥⽀店（普通⼝座） ８９２０９

ゆうちょ銀⾏/ 郵便振替 １７４０-６-１９０４７
申込先︓福岡⻭科⼤学同窓会事務局 〒814-0193 福岡市早良区⽥村２丁⽬15-1

E-mail academic@fdc-dousou.com TEL092-863-2966 FAX092-863-2967

1983年 福岡⻭科⼤学卒業
1987年 北九州市に開業
1997年 学位取得

元福岡⻭科⼤学総合⻭科学臨床教授
 元USC客員教授（南カリフォルニア⼤学）
 ⽇本顎咬合学会・元理事⻑
 ⽇本⼝腔インプラント学会・代議員
   ・専⾨医・指導医
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近年、補綴や修復治療の材料が変⾰している中、⽀台⻭形成の削り
⽅や形成形態も変化しています。CADCAMを⽤いた修復物を正しく
作製し、精度の⾼い治療を⾏うためには⽀台⻭形成から印象採得の
流れを理解する必要があります。本セミナーでは、デジタル補綴を
念頭にハンズオン実習を⾏なって理解を深めていただきます。

1994年 福岡⻭科⼤学 卒業
1999年 九州⻭科⼤学⼤学院 ⻭科補綴学⼤学院 卒業
2004年 New York⼤学 ⼝腔インプラント科⼤学院 卒業
2011年 福岡⻭科⼤学 冠橋義⻭学分野 臨床教授
             松永⻭科クリニック 開業
             ⽇本補綴⻭科学会 専⾨医・指導医

講師 松永⻭科クリニック
院⻑松永 興昌 先⽣

支台歯形成とデジタル印象採得の実践
〜デジタル補綴治療に対応するために知識と技術を整理しよう〜

福岡⻭科⼤学同窓会 主催 第47回ハンズオンセミナー

2025年11⽉16⽇（⽇）9:30 〜 16:00

クラウン形成

インレー形成

デジタル印象採得

同窓会HPからも申込みできます

https://bit.ly/4a960iC

⽀台⻭形成とは”preparation”（準備すること）と⾔われる通り、⻭質
を失った⻭において修復治療を⾏うための前提となる治療⼯程です。
したがって最終的に装着する修復物のイメージが明確でなければ適切
な⽀台⻭形成は⾏えません。今回、上顎中切⻭にフォーカスして前⻭
部に求められる基本的な修復物の形態的要件を整理し、そこから⽀台
⻭の形を考え、実際の⽀台⻭形成へと繋げていきたいと思います。

2007年3⽉ 福岡⻭科⼤学 卒業
 医療法⼈徳治会 吉永⻭科医院 勤務
2016年   園⽥⻭科医院 継承
2021年   那珂川市 園⽥デンタルクリニック 開業

講師 園⽥デンタルクリニック
院⻑ 園⽥晋平 先⽣
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この度は、第37回福岡歯科大学同窓会主催学術講演会にご参加いただき、誠にありがとうござ
います。今回は、「矯正治療」をテーマに、対面式でのリアル講演会とオンデマンド配信による講
演会を企画いたしました。アライナー矯正とブラケット矯正の基本や、現在の矯正治療における考
え方についてお聴きいただけたことと存じます。今回の講演会の内容が、ご参加いただいた先生方
の今後の臨床に少しでもお役立てできれば幸いです。 
末筆ではございますが、講演会開催にあたりご尽力くださった先生方、ご協賛いただきました歯
科メーカー様、ディーラー各位に心より感謝申し上げます。 

実行委員長　松永　興昌

福岡歯科大学同窓会 
〒814-0093福岡市早良区田村2丁目15-1 

☎:(092)863-2966 academic@fdc-dousou.com 
http://www.fdcnet.ac.jp/col/collink/alumnus/ 

mailto:academic@fdc-dousou.com


アンケートにご協力ください。今後の学術事業に反映いたします。


